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現
代
の
財
政
が
、I

の
目
的
以
上
■
に
、
廣
く
新
た
な
課
題
を
も
つ
た
I

に
つ
い
て
は
、
g

い
ろ
い
I

機
會
に
述

べ

ら

れ

て

ゐ

 

る
。
‘
射

政

宏

の

渐

た

な
.
議

を

撙

ふ

聖

つ

た

蜃

の
|

.

は

何

で

き

か

？

そ
れ
ぼ
言
ふ
ま
で
も
な
ぐ
|

咨

 

I

l

f

M

つI

•

た
經
濟
的
自
動
.
主
義
の
表
象
V

i

鮝
W

環
の
表
象
が
、，今
次
の
恐
慌
に
ょ
つ
て
そ
の
根
本
ょ
I

f

れ
た 

を

と

き

以

來

、
勞
働
就
業
に
つ
い
て
，
ま
た
5

1

1

い
て
,
霃
な
國
家
政
策
が
要
求
さ
れ
た
。

さ
ぅ
し

 

て
こ
の
國
家
政
策
.と

箬

し

て

、'
,財
政
.々
策
は
輕
濟
指
f

-

重
要
な
楦
杆
1

0

た
の
.
で
、t

o

 

, 

, 

•

,
I

 A
策
‘
S

が
經
濟
指
獲
，の

‘任
S

帶
び
る
と
す
れ
ば
、
I

も
亦
等
し
べ
國
民
經
濟
の
盡
力
.1

高
の
-狀
態
に
f

す
V
へ
き

:公
債
：酶
2

@

0;

型
：：
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公
債
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こ
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力
と
し
て
役
立
，た
はM

な
ら
ぬ
。
.
•こ

，の

力

と

し

，て

役

立

つ

だ

.め
の

目

變
‘そ
、4

翔
の
公
債
'に
新
し
-ベ
擔
は
名
れ
た
課
間
で
念
た
。，
 

_

論
公
債
.そ
'れ
自
體
に
様
.
々
の
本
質
が
^

る
替
'
.は
な
い
4 

.公
債
妹
婀
れ
の
場
合
杧
關
せ
ず
-、
tt

家
省
W

に
基
く
財
政
手
段
で
あ
り
、

, 

铌
0

ャ
言
用
經
濟
を
現
實
的
基
礎
と
す
る
-0
‘

そ
.の
，娘
り
に
お
い
て
、
'
公
債
.は
何
時
如
何
な
.‘る
老
ち
を
問
社
ず
常
に
同
‘ー
の
性
質
を
も 

つ.
-て
現
は
れ
る
財
政
現
象
で
^

る
。
併
し
ひ
と
度
そ
の
内
容
^

意
味
並
び
に
形
象
に
み
い
て
考
へ
る
义
、
其
は
他
心
經
濟
現
象
と
等
し 

く
經
.濟
社
會
に
お
け
る
絕
ぇ
ざ
る
.變
S

過
程
.に
役
.げ
込
ま
れ
.て
‘ゐ
る
。
公
債
め
見
づ
•意
味
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
を
通
，じ
、

.財
政
組
織
の 

あ
ら
ゆ
る
具
體
的
形
態
忙
、つ
\̂

て
.普
遍
的
に
妥
當
す
る
容
で
.は
な
い
メ
即
ち
國
家
信
用
の
本
質
に
變
4

は
办
い
'が
、
之
れ
が
ー
定
の 

」

具
體
的
形
象
を
も
つ
て
現
は
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
具
體
的
形
態
に
お
け
る
公
債
は
、
變
轉
の
經
濟
組
織
に
照
應
す
る
意
味
を
も
つ
こ 

と
に
な
る
。
斯
る
意
味
•內
容
を
繞
つ
て
、
今
日
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
公
債
論
が
述
べ
ら
れ
來
た
。

.
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そ
の
主
な
る
型
は
周
知
の
通
り
^
毀
說
と
生
產
說
と
で
あ
，つ
た
。
消
費
說
は
一
般
に
正
統
學
派
の
說
-:
<

1

こ
ろ
で
あ
り
、
公
債
を
以 

'て「

死
亡
^
;本」

と
な
す
を
そ
の
特
徵
と
す
る
。
之
に
反
.し
、て
無
說
は
財
政
馨
1

祈
t
て
そ
の
非
物
質
的
な
盖
產
性
を
認
め
* 

そ
の
坐
產
性
の
た
め
の
需
囊
足
手
段
と
認
め
ら
る
べ
き
公
債
に
、續
極
的
性
望
附
與
す
る
の
々
あ
る
。
即
ち
坐
產
說
に
お
い
て
は 

非
物
質
的
資
本
が
靈
さ
れ
^

*
こ
と
に
ょ
つ
て
、
正
統
學
派Q
消
費
說
と
は
全
く
異
つ
た
意
味
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
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を
共
に
經
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的
發
展
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に
お
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て
捉
へ
や
ぅ
と
し
な
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き
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は
^

靜
謹
論
で
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こ
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場
合
、
、財
政
と
經
濟
と
は
一
應
分
離
さ
れ
て
、
兩
者
0 -
間
の
影
響
關
係
が
專
ら
論
究
の
對
象
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
今
日
一
般
に
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政
動
態
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問
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|
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、
財
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中
心
、ど
レ
S

開
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れ
る
財
政
A
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■

に
な
つ
て
來
る
と
、
こ
の
關

係
§

然
に
公
債
•に
ま
で
及
ば
ざ
る
を
#

な
い
。
公
債
は
今
，や
經
濟
の
波
動
と
關
聯
し
て
論
ぜ
ら
る
べ
き
必
要
に
遭
遇
し
て
^
る
の
で
ぃ 

あ
る
t
斯
く
て
現
在
で
は
新
た
に
景
氣
說
と
稱
さ
る
.ベ
き
公
債
論
，が
登
場
す
る
。
而
し
て
こ
0
景
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を
經
濟
の
波
動
と
結
び
つ
け
て
理
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せ
ん
と
す
f

の
で
あ
る
か
ら
、，
こ
れ
を
^

德
動
態
理
論
喜
ふ
こ
と
.が
出
來
る
0
、1
ん
動
態 

的
見
地
に
立
0
翁
論
こ
そ〔

現
代
に
お
い
て
分
析
せ
象
べ
き
最
も
重
要
な
新
し
い
型
で
あ
る
。 
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斯
く
て
私
は
公
債Q

靜
^
的
局1

S

に
お
い
て
は
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長
く
論
ぜ
ら
れ
來
つ
た
消
費
說
、
塞

說

Q

!
so
Q
型
が
あ
り
、
そQ

動
態
的
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面
に
お
い
てt

r

景

氣

翁

說

と

、も
稱
す
べ
き
新
た
な
第
三
.の
型
が
現
は
れ
た
こ
と
を

說
い
た
。
景
氣
公
債
說
と
は
公
債
の
意
味
に
景 

氣
を
導
- ^
洲
す
べ
き
观
待
を
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へ
る
こ
と
で
亦
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遞
と
し
て
_景
氣
的
，意
I

强
く
就
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れ
各
に
.
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つ

炎

尨
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)

、
國
家
茶
幣
的
操
作
が
積
還
作
用
を
も
;<
>

た
h
 

十
で
.

あ
る
。
即
ち
灌
生
漂

を

動

か

す
.
べ
き
作
用
と
し
て$

貨
幣
的
操
作
が
問
題
に
さ
れ
る
と
、金
本
.位
の
最
亂
原
則
が
破
ら
れ
る
。

.發
本
位
の
: ^
高

源

則

が

破

ら

る

れ

ば

、
，財
政
カ
側
に
ぉ
ぃ
て
，
は
、

'

^
愛

.收

寫

衡

篇

則

が#

^
せ
ら
れ
ー
る
。
こ
の
.養
を
通
じ
て
、 

公
債
葛
蹇
濟
と
の
內
的
關
聯
冗
お
い
て
、
景
氣
を
つ
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的
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、
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自
身
に
含
ん
で
來
る
9

即
ぢ
こ
の
H

、.

完
金
就
業
と
向
時
に
、
公
債
过
次
第
に
否
定
的
と
な
る
べ
き 

替
で
あ
る
が
、
そ
^
に
も
徇
ら
ず
尙
ほ
公
债
の
墦
發
が
準
戰
時
體
制
を
通
じ
て
必
要
に
さ
る
と

•
そ
れ
に
よ
つ
て
坐
ず
る
國
民
經
濟
的 

作
用
に
對
處
す
ベ
；き
公
優
放
策
を
必
然
的
に
問
題
と
し
な
け
れ
ば
念
あ
な
く
な
.る
。'
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最
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段
階
を
越
え
て
、
更
•に
こ
の
完
全
就
業
の
公
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に
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つ
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と
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究
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就
業
の
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動
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方
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債
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蛩
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獨
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し
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主
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も
の
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toGrkheitr, 

(Grenzen des staatskre

fets, 1937.
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公
偾
の
消
豳
的
性
質
は
茈
統
學
派
に
よ
つ
て
最
も
强
く
說
か
れ
た
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. 

; 

,
«

>.
,
.
ぺ
.
.
.
.
>
.
•
ニ
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:

.
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•
•
•
•
.
.
•
• 

• 

• 

. 

. 

, 

• 

.

;•

て
m

商
主
翁
的
謬
說
で
あ
る
と
做
し
て
之
を
排
し
た
の
は
-
ア
ダ
ム
*

,ス
ミ
ス
，で
あ
つ
た
。彼
れ
はr

國
富
論
1

第

五

編

第

ー
1
ー
章
で
没
債
を
論 

じ
、
そ
の
ー
節
に
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

-r

或
，著
者
©

赁
ふ
と
こ
ろ
‘
で
は
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
債
務
國
の
公
債
、
特
に
英
國
の
國

. 

.

.

.

'
.

'•
•
、•'
;
.-•
:
. 

.

.

(:

バ，.
•

」

：
.

.

•

'

.

••
•
.
,
-
:■
■::.
•:
.
.
.
. 

.

■■
' 

■.
.
.

へ：''
' 

. 

. 

*v 

, 
.

..y
l
.
u
v
，

’•
；
、
••
•
 

.

.•
'
•
/
i
.

; 

.

.

.

.

. 

- 

.

.

. 

、

'

匱
_

の
爾
餘
資
本
に
更
'に
添
加
じ
た
ー
大
資
本
の
蓄
積
に
し
て
、
こ
れ
に
よ
づ
て
唯
、光
彼
-の
爾
餘
資
本
に
よ
:^
と
ヒ
ろ
よ
り
も
、
國

の
商
業
は
一
厣
擴
張
し
、
、そ
の
工
業
は
-.

層
發
達
し
、-

そ
，の
農
業
は
一
勝
進
步
發
展
す
る
0

で
あ
る
と
0 

.然
し
彼
の
著
者
は
、
國
家
最 

初
の
債
權
者
が
政
府
に
貸
#-

け
た
資
本
は
ぞ
；の
こ
れ
を
货
上
げ
た
瞬
間
，̂
ら
資
本
た
韋
と
止
み
て
收
入
と
な
る
こ
-
と

、

即

ち

.と

の

贬
 

間
か
ら
資
本
と
し
て
の
職
能
を
^

才
方
か
ら〜

收
入
’と
し
て
声
職
輯
を
盡
す
ガ
に
向
-け
ら
^-

石
年
‘收
益
の
或
^

分
で
あ
る
ど
と
を
-

坐
產
，
 

的
勞
働
者
を
支
へ
る
方
か
ら
-̂

坐
產
的
穷
働
者
を
維
枠
す
る
^

に
-然
か
も
务
來
の
稗
生
產
ひ
一
總
の
希
望
さ
へ
.
な
く 
r

大
抵
そ
の
年 

朽
に
使
ひ
盡
4

れ
無
駄
費
さ
れ
る
方
に
向
け
ら
れ
石
年
收
益
の
或
，部
分
.で
'あ
る
こ
と
を
考
へ
攻
い
の
で
あ
るo

尤
も
彼
等
は
賢
付
け
た 

資
本
の
代
俱
.<
?

:

-

1て
、
大
猶'

Q

場
合
、
等
價2：$

上
の
公
債
に
對
す
;̂

年

金

を

受

領

し
.^
,
。

こ

の

年

金

过

疑

も

な

く

彼

等

に

そ

の

資

本

を
 

间
收
せ
し
め
た
。
彼
等
は
こ
れ
が
た
'办
に
能
く
從
前
と
同
程
度
に
、
否
多
分
前
ょ
り.一

曆
そ
の
商
事
■そ
の
事
業
を
營
む
を
得
た
即

ち

 

彼
等
は
能
く
そ
の
年
金
で
、
彼
等
が
前
に
政
膝
に
'貸
付
け
た
資
本
に
等
し
い
又
は
^

れ
:̂

勝
'る
‘新
資
本
を
他
人
か
ら
诗
入
れ
、
或
は
を 

の
年
金
を
人
に
寶
波
1

て
自
分
’の
渐
資
本
を
‘他
^

‘

ら
取
得
-̂

る
'を
得
た
の
で
あ
る
0

併

し

^

ら

彼

等

が
斯
榇
，に
し
て
也
入
か
ら
或
は 

購
永
し
戚
は
借
入
れ
た
こ
の
#

資
本
は
、
從
前
も
國
內
に
.存
在
し
て
房
た
に
相
違
な
い
し
、
又
贺
し
く
も
あ
ら
ゅ
る
資
本
の
さ
ぅ
あ
る 

頭
り
、
楚
も
亦
生
產
的
勞
働
の
茭
持
に
投
用
さ
れ
て
.
ゐ
た
'
に
相
違
な
い
。
h

Q

新
し
い
資
本
は
自
己
の
貨
盤
を
以
前
政
府
に
資
付
け
た 

讓
偾
權
者
の
手
中
に
這
入
る
と
、
假
，令
そ
れ
は
彼
等
に
と
つ
て
と
そ
幾
^ ,
は
新
規
な
資
本
で
あ
多
ま
で
も
-

國

そ

の

も

，
の

に

と

つ

て 

姑
決
し
で
芽
規
な
資
本
で
な
く
そ
れ
は
或
遞
の
事
業
か
ら
或
他
種
の
事
業
に
轉
ず
>̂
-
,た
め
に
引
離
さ
れ
.
た
資
本
に
過
ぎ
な
い
で
の
あ
. 

つ
，
た

。

依

つ

て

ゝ

そ

れ

は

假

令

被

等

に

'
こ
そ
彼
^

が
政
府
に
以
前
質
付
け
た
資
本
を
囘
收
し
て
-
や
•
つ
た
が
、
國
&

し
て
こ
れ
を
间
收
- 

し
.た
わ
け
‘
で
は
な
い
。.
葙
し
も
彼
等
が
こ
の
資
本
を
政
府
に
貸
付
：け
な
か
つ
た
な
ら
ば
、，
國
校
は
生
菝
的
勞
働
の
»
持
に
投
用
す
る
資

•

八
ム
偾f

l

型
. 

• 

芄

-
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ニ
.
雲

.
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(

ニ
年
四
，

)

'本
と
し
•て
、
.一

"個
.で
は
な
く
でU

個
の
'
•資
本
が
、、
年
.收
益
0;
-
;-

ー
 

部

分

で

'
は

な

ぐ

て

<\
さ

つ

の

部

分

が
.あ
0'
;̂

で
あ
‘
6

.ぅ」

と
笮
.
.

-
« 

. 

. 

.

,

.

、
斯
く
，の
如
く
公
債
•
が
決
し
て
追
加
贅
本
で
な
，い 
<

,と
5̂
;̂

い
た
彼
れ
へ
は
、
觅
に
進
ん
で
公
債
ば
勞
働
を
坐
產
^
^
働
ょ
り
轉
じ
て
不 

,
坐
聲
的
用
逾
，に
む
げ
る
こ
と
を
キ
張
す
ゲ
，。
肌
ぢ
國
象
需
要
を
现
税
に
±:

_つ~
で
吏
»'

す
石
場
合
は
‘、
不
组
產
•的
努
働
^H

<>
の

不

坐

產 

か
用
’
象

ょ

い®

じ
で
搬
の
农
生
產
的
用
、遂
に
む
ず
る
だ
げ
.で
あ
-る
が
>

'
公̂

に
ょ
も
史
辨
，'は
‘從
前
旣
に
.存
相
し
‘で
办
だ
或
資
本
，を
年
 々

'
.無
く
し
て
、
從
來
坐
產
的
勞
働
(9

、維
持
に
，充
當
し
て
.
來
た
年
收
益
办
或
部
分「

を
縛
用
し
，で
.
不
，生
‘產
勞
P

の
吏
持
"
に
充
て
，
こ
れ
ゼ
安
辨 

如
る
-
わ
け
ザ
あ
る
ゲ
ス
ミ
ス
贮
ょ
名
と
ノ
公
衝
は
參
マ
义
個
人
^

資
本
蓄
靖
カ
を
害
^

こ
と
が
大
で
あ
る
ぐ
'、
：，.
ン

-

.

'

ざ
て
ム
ロ
シ
は
そ
の
.

「

亂
泰
政
策
論」
-

の
中
で
，

國
民
O'
A'

償
は
弁
手
;̂

左
手
に
對
ず
，る
費
債
で
:̂

つ
て
，
' 

身
體
は
之
が
だ
，め
に
弱 

'

め
ら
ル
る
？
>'
の
，で
は
なi

」

とi

言
づ
た
。
s

o

言
葉
は「

國
'富
論」

の
ぅ
ち
に
引
，用
さ
^

、
t

た
‘
セ
ィ
>

?

力
，ア
ド
オ
'
の
'
論
跃
す
‘る
と
■こ 

ろ
と
な

'O'た
於
、/
先
づ
ス
ミ
ス
の
反
齔
論
か
ら
擧
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
、る

;0
公
債
利
拂
の
上
で
は
、
允
チ
に
拂
'
ふ
も
の
.
は
右
手
：で
あ

.

-;
-
.
1
.
.
'

■'
.
.
.
.
.
. 
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.
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.

.

.

.

(

：
. 

.

..
-
,

'，る
’

と
！！！

日.
つ
た
#

が
あ
る
o

貨
幣
ば
去
，つ

て

豫

に
m;

な
，い
。
た
f

住
民
-

マ
部
贈
紘
の
#

#

の
，
一-
部
分
が
，他
.の
'
險
級
.に
移
轉
ず
'る
だ
，か
で
、 

•

も
ぞ
.ぐ
も
の
は
と
れ
が
た
め
に
從
來
に
比
し
て
貧
し
く
な
る
と
ど
は
な
い
，と
。
併
し
と
.の
辯
解
は
全
然
重
商
主
義
の
詭
辯
に
論
據
を

■ 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

: 

- 

- 

• 

- 

ノ- 

I
,
-
.

.. 

.

.

. 

.

.

.

置
く
，も
0

で
あ
る
6

假
令
.公
債
全
額
が
自
0.
^-

に
^

ふ
む
の
と
し
て
1̂
” 

.到
®-

岑
の
迦
-̂

で
國
債
^

^

害
ぼ
減
ず
^

も
^

で̂
'
;̂
,い
°0 

'
'然
ら
ば
こ
，0
弊
害
は
如
何
な
る
形
で
'
见
ば
.れ
る
_か
。
3

ミ
ス
は
、所
得
の
根
源
;̂

そ
の
特
定
部
分
の
所
有
^

の
手
’
か
ら
國
^

0 ,
偾
權
者 

o'
手
に
淡
す
こ
•ど
は
、，
土
^;
の
閑
却
及
び
資
本
の
激
費
又
は
逃
避
移
動
ゼ
必
然
的
に
惹
ぎ
.起
ず
と
と
.を
說
'
い
'
て

ゐ

る

今
I

「

所
#,
の 

1

一
大
贩
泉
た
る
土
地
及
び
資
本
の
所
有
者
'の
^

か
ら
、
1

饊
額
<D
.
±
M
•
せ

狀

態

を

保

た

せ

x

$

の
-_
*
•
,部
.で
も
i

に
經

營
し
て
ゆ
く
こ
ど
に
直
接
利
害
を
遞
ず
る
人
々
か
ら
、他
の

一
部
階
級
0
-者
-

^

:
金
：-<
-
:斯
^

特
殊
の
利
寄
.を
感
じ
な
'い
國
家
債
權
者
に
、 

こ
の
ニ
大
源
泉
の
孰
れ
か
か
ら
坐
ず
る
所
得
.
の
大
部
分
を
栘
す
と
と
.ば
、'.
-

長
.
.い
間
に
は
、：
十
：地
の
閑
却
並
に
資
本
の
浪
嫂
又
は
移
動
を 

，惹
き
起
す
に
相
違
な
い
。
成
f

家
債
權
者
は
國
の
農H

商
の
繁
榮
，に
一
般
の
利
齊
を
感
じ
フ
從
つ
て
そ
の
土
地
あ
良
好
の
狀
態
に
お 

•
き
、
そ
：の
資
本
を
有
利
に
經
營
運
用
す
る
こ
と
に
も
利
害
を
感
じ
て
は
ゐ
る
？
莺
し
若
し
萬
一
に
も
.こ
れ
等
の
孓
の
，\
何
れ
か
ビ
一
：般 

に
失
敗
し
若
し
ぐ
は
衰
へ
る
•や
う
な
こ
.と
に
な
ら
う
も
の
な
'ら
、
最
早
諸
税
收
人
は
當
然
彼
れ
に
史
拂
.
ふ

べ

き

年

金

又

は

利

息

を

拂

’ふ 

.

に
、足
り
な
い
で
あ
ら
う
。•
併
し
乍
ら
單
に
國
家
債
權
者
と
し
て
み
た
彼
れ
は
、
二
般
に
被
兎
も
角
、
土
地
の
或
部
分
を
良
好
の
狀
態
に 

,保
つ
こ
と
若
し
く
は
資
本
の
何
か
或
特
殊
の
部
吩
を
有
利
に
經
營
運
用
す
る
ビ
4
に
’は
\

全
く
利
害
を
感
じ
て
ゐ
な
い
。
一
國
家
僙
權
. 

，者
と
し
セ
の
彼
れ
は
、
•
斯
様
な
特
殊
の
部
分
に
.關
す
る
知
識
を
全
く
缺
い
で
ゐ
る
。•
そ
こ
で
是
を
監
#

し
なi

。

良

く

世

話

も

'出

來

な 

い
。
そ
の
荒
廢
を
知
ら
な
い
で
‘
ゐ
る
場
合
も
往
々
あ
ら
う
し
、
又
そ
れ
は
彼
れ
に
直
接
影
響
•を
及
ぼ
す
普
が
な
い
し
と
。

‘

然
か
も
ス
ミ
•
ス.
は
國
望
義
の
惯
行
が
常
§

家
を
弱
く
す
る
こ
I

實
例
を
以
て
說
い
て
ゐ
る
。
日
く「

國
債
を
起
し
是
を
確
定
. 

又
は
永
遠
公
債
と
す
る
方
法
は
、.
こ
の
國
債
制
度
を
猓
つ
た
各
國
を
次
第
に
弱
ら
せ
た
。
，#
太
利
共
和
周
は
そ
の
端
緖
を
開
い
た
も
の 

•

の
如
く
に
思
は
れ
る
。
ゼ
ノ
ア
と
ヴ
，
ニ
ス
と
は
共
に
こ
の
制
度
‘を
採
つ
た
爲
奴
に
疲
弊
し
た
。
K
'o

ヘ
イ
'ン
は
そ
の
自
然
の
國
カ
に
比 

し
、
伊
太
利
共
和
國
よ
り
も
一
層
疲
弊
し
、た

.0

プ
ラ
ン
.
ズ
は
富
源
豐
が
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
同
様
の
重
苦
し
.い
負
擔
を
荷
つ
て
憔
体
し

*

, 

. 

• 

 ̂

、
 

- 

- 

.

■■
-
,
- 

- 
-■■■
.
. 

V 

.

、
て
ゐ
.る
。
ネ
ザ
t

ラ
ン
ド
共
和
國
が
公
債
の
た
め
に
大
い
に
疲
弊
し
，て
.
ゐ
る
/
こ
と
は
ゼ
ノ
ア
、
ヴ

v
-
r

ス
と
同
様
で
あ
る
。
事
賁
英
吉 

利
以
外
の
各
國
に
或
は
疲
弊
を
、.
或
は
荒
廢
を
齎
ら
し
た
.

1

手
段
が
、
ひ
と
り
我
が
英
吉
利
に
於S

て
の
み
更
に
薆
ふ
べ
き
結
果
を
來

,

公
債
論
の
三
つ
の
型
‘

，
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七
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二
五
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た
す
こ
と
な
く
、
金
く
そ
の
#

な
し
と
證
す
る
は
、
こ
れ
信
じ
#.
ベ
く
*
あ
ゲ
徵
べ
-き
こ
^
で
あ
る
か
左
ぅ
か
し
と
。
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斯
く
て
公
債
洪
水
の
終
點
は
遂
に
破
產
で
あ
る
。、
I—

「

國
債
が
積
り
積
つ
て
一
旦
或
程
度
に
達
し
た
隨
に
は
、
公
正
且
つ
完
全
こ

.
► 

' 

- 

. 

' 

' 

, ' 

- •

、

償
還
さ
れ
た
驗
し
は
た
r

•の
一
度
も
先
づ
•な
か
ふ
ぅ
と
信
ず
る
，

O

脉
様
に
公
債
®

還
に
ょ
^

國
家
次
入
負
陰
Q

_

と
ぃ
^

こ
と
は
*
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- 
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;
あ.
る
か
な
ぃ
か
疑
問.
で
は
あ
る
界
、‘若
し
苟
し
く
も
ぞ0
實
現
を
見
た
と
す
れ
ば
、
.
所
敝
そ
れ
は
常
に
破
產
に
ょ
つ
て
戎
し
遂
げ
た
-|
> 

の
で
あ
る
。
即
ち
往
々
公
然
と
破
産
を
宣
言
し
て
、
又
屢
々
ぞ
‘の
名
あ
つ
て
實
な
き
償
缉
の
外«?
に
隱
れ
て
は
ゐ
る
が
、
そ
の
實
常
に 

眞
の
破
產
に
ょ
つ
て̂.
あ
る」 (

餌
三〕

。

、

•
、
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、
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■
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.
公
債
の
消
费
性
は
.セ
ィ
に
お
い
て 

一
®

明
ら
か
に
說
か
れ
て
ゐ
る
。
彼
れ
に
ょ
る
’と
、
公
債
は
消
費
せ
ん
が
た
め
に
行
は
れ
f

o

 

’

，
で
あ
り
、
そ
0
利
子
は
納
税
者
;0
|^

得

の

.
ー

部

を

以

て

支

拂

は

れ

る

''
0
從
つ
て
，納
税
者
は
所
得
の
一
部
を
喪
失
t
る
。
斯 
<
て
公
潰
は 

慎
値
の
，移
轉
を
來
す
の
み
で
な
く
、
價
値
の
喪
失
を
も
來
た
す
，も
の
で
あ
る
.0
即
ち
5

0
.

-

^

-

. 

>

借
入
を
行
ぶ
我
人
と
借
入
を
行
ふ 

政

府

と

の

間

に

は

、
.

，一

つ
の
大
な
る
相
違
が
‘
あ
る
。
前
者
は
最
も
多
く
の
場
合
に
お
い
て
利
用
せ
ん
が
た
め
に
、
坐
產
的
忆
使
用
せ
ん 

が
た
め
に
資
金
を
得
ん
こ
と
を
求
め
る
も
.
の
で
あ
る
の
に
反
上
、
後
者
'は
世
人
が
こ
れ
に
賢
し
與
へ
た
る
資
金
を
代
憤
な
く
浪
費
せ
ん 

が
-た
め
に
‘の
み
措
入
^

行
.
ふ
を
通
例
と
す
る
こ
と
即
ち
こ
れ
で
あ
る
o

政
府
が
公
债
を
起
す
は
、
不
慮
の
如
要
に
®

ぜ
ん
^
た
め 
>
 
並

び
に
，
迫
.
せ
る
災
厄
を
斥
け
ん
ヵ
爲
め
で
あ
^

o

政
府
は
そ
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
あ
り
、
或
は
艰
た
さ
ぬ
.と
と
>̂
-

あ
る
0

.序
し
句 

れ
の
場
合
に
於
い
て
も
、
.借
入
れ
た
る
金
額
は
消
費
せ
ら
<
れ
.喪
失
せ
ら
れ
た
る
價
値
允
る
も
の
で
.
あ
つ
て
、
公
收
入
は
こ
の
資
本
の
利 

イ
を
負
檐
せ
し
め
ら
れ
る
。
ム
ロ
ン
は
言
ふ
、

1

國
の
公
債
-
は
左
.手
‘に
對
す
■
る
右
手
の
負
債
で
あ
る
*
身
體
は
そ
の
た
め
弱
め
ら
れ
る 

こ
と
.は
な
い
と
*0

併
し
そ
れ
-
は
誤
つ
て
ゐ
る
。
政
府
に
«

さ
れ
た
資
本
は
、
政
府
が
こ
れ
を
以
で
行
つ
•
た
.
費
に
よ
つ
て
破
壞
せ
ら
れ 

.

る
か
ら
-

最
早
制
人
に
翁
し
て
も
、
'其
が
生
鹿
的
蕋
本
た
る
のI

資
格
に
お
い
.
て
齎
ら
し
得
た
る
：利
_
又
は
利
子
を
與
へ
各
I

は
な
い 

で
あ
ら
ぅ
^

然
ら
ば
國
家
ば
何
物
を
以
て
其
公
ム
，債
の
利
子
を
支
拂
ふ
か
o
’
其
は
國
家
が
一
納
稅
者
か
ら
公
偾
所
有
者
に
移
す
他Q

所
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画* 
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.

.

褶
の「

部

.5
>
を
以
て
.す
る
'の
で
あ
る
。
公
債
，の
起
さ
れ
た
以
前
に
.は
‘、J.1

個
の
坐
產
的
兹
本
と
是
等
の
遨
本
よ
り
生
ず
る
ニ
間
の
所
^
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と
が
あ
つ
た
。
貨
中
；の
資
本
並
び
に
納
税
者
の
纏
て
政
府
よ
り
要
求
せ
ら
れ
ん4

;

す
る
所
，得
部
分
を
獲
得
す
る
の
源
嵌
た
る
何
等
か
の 

蒙

こ

れ

で

あ

N
。

公
f

起
さ
れ
食
以
，後
に
は
、
是
等
ニ
個
_
の
，基
本
の
：中
、
著

1

個
が
殘
存
す
,̂

だ
け
で
あ
る
。
納

稅

君
S

 

は
即
ち
こ
れ
2

る
。
然
も
納
稅
者
は
鞏
.こ
れ
‘
よ
々
生
.ず
る
所
得
i

■

使
用
に
供
す
る
こ
と
が
出
來
な
.い
。
藉
し
政
府
は
公
債 

序
有
容
を
滿
足
‘
せ
し
め
ん
が
た
め
に
租
.稅
の
形
でU

れ

を
納
嘗
よ
.

^
要

求

せ

，ざ

る

を

得

な

い

か
ら
で
.あ
るo

公
債
所
翥
は
そ
'

の
た 

め
.所
得
の
如
何
な
る
部
分
を
も
失
ふ
こ
と
は
な
い
。所
得
の
一
部
分
を
失
'ふ
者
は
納
税
者
で
あ.
る
o

'
多
數
W

人
々
は
公
債
の
結
果
と
し 

て
毫
も
貨
幣
.の
喪
失
が
な
い
.が
ら
、
'
必
«.

に
^'

何
等
檟
値
の
喪
朱
あ
’り
：と
も
考
へ
士
し
て
、
單
：に
そ
の
結
果
と
し
て
富
0

淡
轉
を
生
ず 

る
の
み
と
考
へ
て
ゐ
る
o

资
し
そ
の
印
譲
で
、あ
るA

J
i

は
歷
然
-̂

あ
る
し
と
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更
に
セ
\

は
公
債
の
種
類
，を
擧
げ
，た
後
ノ
孰
れ
も
資
本
を
生
產
的
用
途
か
ら
¥

ふ
弊
8
1の
あ
る
こ
と
を
說
い
て
ゐ
‘る
。
丨

「

何
れ

公

債

齔

の

三

つ

の

型

- 

- 

-

九

-

C
1
I

一
 

£

,

5



公
債
論
如
三
ゥ
の
塑
‘ 

, 

5

 

-
(

二
五
八)

の
種
類
.の

公

衝

も

資

本

^
:
一

 

部

分̂
'

消
‘費

に'
供
^

ん

が

，
だ

め

に

之
§:
-
生

產

的

使

用

よ

ダ

取

‘り
上
げ
る
弊
膂
が
あ
'̂

汐
加
ふ
る
に
、
公
債 

‘
は
政
府
が
账
等
信
認
を
感
ザ
し
め
る
ク
こ
と
の
な
い
國
に
お
い
て
生
，じ
た
場
合
に
枕
、
資
本
.の
利
子
を
高
め
-^
弊
窖
が
あ
る
。
國
家
が
絕 

え

ず

容

展

が

段

資

と

屢

，々

高

い

利

子

と

を

提

W

す
.
る
場
合
に
は
"

農
業
'*
'

エ
業
及
び
商
業
は
，借
る
べ
き
資
本
を
發
見
す
>:

と
.と
が
ニ
勝 

困
難
と
な
を
し
。

V
.
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■ 

■、
<•
く
、
' 

, 

. 

-
■
,

_ 

.

, 

“

併
し
'
こ
の
場
合
公
債
の
利
益
が
全
然
否
定
ざ
れ
て
.
ゐ
る
"
わ

け

で

は

欢

い

。

公

，債

は

1

時
的
支
出
の
負
櫞
を
將
來
に
分
割
す
る
點
に
お 

い
'
て
利
益
が
あ
を
と5

ふ
。
即
ぢ
借
入
‘を
行
ひ
得
る
こ
4

.
に
よ
り
一
‘

國
民
に
坐
ず
^

大
な
る
利
益
は
'>
:
1
,
_時
の
必
要
の
要
求
す
，る
費
用 

を
ば
、
多
數
の
年
度
に
分
配
す
る
こ
と
が
出
來
る
點
に
あ
る
。僧
で
，政

府
.^

其
の
經
常
的
爱
-̂

を
.共
の
人
民
よ
り
取
得
し
得
る
租
稅
の
'程 

度
に
ま
で
達
せ
し
め
る
を
通
例
と
す
る
。
故
に
’，戰
爭
の
た
め
の
臨
時
的
支
出
匕
應
ぜ
ん
が
爲
め
に
は
、’〔

^

入

'
に

よ

ざ

臨

時

的

財

酿

に

賴

-

■

•
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- 

’ 

' 

\ 

'
V
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■

.

V

敗
^
1
_̂

得
饴
^
:'
-
0#
族
财
政
#
爺
^
尥
：擊

：支
出.
セ

寶
«

或
贅
金
卷_
_

に_

遼

务

こ
€;
€
得
地_

1
へ1
1̂
^

子
以
上
に
納
税
著
に
要
求
す
る
の
必
要
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
は
な
，い
。
從
つ
て
政
府
は
現
在
.の
要
^

の
.一
部
分
を
將
來
ま
で
#

退
す
る 

-

こ
と
、
な
る
%■
の
‘で
あ
つ
て
*

こ
の
一
事
は
政
府
を
し
て
是
等
の
要
求
‘を
承
認
ナ
る
こ
と
を
容
易
な
ら
し
.め
た
ぬ
で
あ
石
と
0 

.

.

.

.

•

セ
ィ
は
公
債
に
0,

い
て
斯
く
の
如
き
利
益
を
認
：め
る
呔
れ
ど
%'
-
.、
公
傲
の
坐
產
性
に
つ
い
七
は
こ
れ
を
强
ぐ
拒
否
し
て
ゐ
•
る
o

即
ち 

公
債
の
本
質
よ
り
生
ず
る
利
益
と
レ
て
、
例
べ
ば
公
債
■を
構
成
ず
る
-契
約
又
は
愦
權
證
書
は
國
內
：に
.お
い
て
眞
實
の
慎
値
と
'な
る
と
か
" 

是
等
.の
契
約
に
よ
つ
て
代
表
せ
ら
れ
る
資
本
は
資
產
中
に
列
す
る
同
額
の
眞
實
の
富
で
あ
.る
と
い
ふ
主
張
を
排
し
、て
ゐ
る
。
彼
れ
に
よ 

ノ
る
と
..
>

、
：契

約

は

^

財
»
が
茶
人：

に
®

す
.る
こ
と
を
證
明
す
る
證
書
に
す
ぎ
な
い
。
富
た
.る
も
の
は
財
產
•で
，あ
る
、
之
が
所
有
^

を
確
認

.
:
.す
ー
る
:#

皮
紙
沧
は
龙
い
''
0

^

;
ん
::
€

證
書
が
薦
霞
爷
0;

儐
_

舡
代
_

せ
_

5
,

て
將
來
發
生
す
ベ
き
所
得
'に
每
年
參
加
す
る
こ
と
を
得
し
め
ん
が
た
め
に
、
政
府
よ
り
貸
主
に
與
.へ
ら
れ
た
委
任
に
外
な
ら
な
い
場 

合
に
は
、
證
書
ば
富
で
ば
な
い
の
で
あ
る
。 

.

ハ

/

.-‘く 

，，'
‘，
、
’

：
'

:

-

て

,

>

又
公
債
に
よ
っ
て
坐
ず
る
資
金
の
流
通
は
社
會
に
と
っ
て
有
利
な
循
環
で
あ
る
と
の
主
張
に
對
-し
て
も
、等
し
く
こ
れ
を
否
定
す
る
。 

循
環
は
ぞ
れ
卽
身
と
し
て
.は
何
等
有
刺
な
點
を
有
し
な
い
.
。>
そ
れ
ば
空
轉
す
る
猻
闫
の
<
運

動

で

_
お
る

。

循
環
が
有
利
で
1

.0

は

、

共 

、が
有
利
仏
結
果
を
伴
'ふ
場
ル
ロ
に
限
.
み
。.
'锹
ぺ
ば
原
料
招
が
新
た
な
價
値
奄
受
け
ん
が
た
め
に)

產
業
.の
チ
に
移
る
場
合
の
如
き
* 

.或
は
消

. 

.

.

.

.

V
- •
 

• 

.
»
.
. 

.

. 

.

費
者
が
一
.

個
.

0
坐
產
物
を
貿
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、'
生
產
者
办
有
利
.
.に
働
か
し
め
る
資
本
を
拽
び
坐
產
、者
の
手
中
に
入
ら
し
め
る
場
合
の 

如
き
は
，、
即
ち
是
れ
-
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
公
債
の
賣
却
に
お
い
て
は
、
：
假
令
賣
る
人
の
資
本
が
公
債
よ
り
釋
放
せ
f

e
れ
て
も
，
買
ふ
人 

I

本
が
i

i

定
i

f

。

f

 

i

f

 

I

者
i

し
I

、
，1

1

を
I

I

以 

外
に
出
づ
る
と
こ
ろ
な
く
、
然
も
斯
る
作
用
、の
反
復
は
各
個
の
作
用
に
伴
ふ
費
用
を
增
加
せ
し
め
る
に
過
茗
な
い
の
で
あ
る
。
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ぐ
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.
,

.
尙
ほ
八
仏
儉
の
利
益
と
し
て
、
例
へ
ば
公
債
は
そ
の
所
有
者
を
し
て
國
家
を
支
持
せ
し
め
る
の
利
益
が
あ
る
と
か
、.
'國

家

の

：抒

動

を

値
 

重
な
ら
し
め
る
と
が
、
資
木
の
用
途4

i

跡
內
に
發
見
せ
し
め
る
.
と
か
、.
‘

一
般
の
，繁
榮
に
貢
献
す
る
と
か
の
ぼ
が
述
べ
ら
れ
-る
が
、
セ
ィ

ば
悉
く
そ
の
主
張
を
民
擊
.レ
て
..ゐ
る
0;
'.彼
れ
に
よ
る
.とr

 

..公

偾

は

そ

ヴ

本

質

に

お

い

て
i

的
で
あ

り

、

そ
れ
に
附
隨
ず
る
利
益
社
纔」

• 

, 

, 

' 

■ 

. 

.

. .. 

. . 
* 

.

か
に
支
出
負
婚
.の
分
割
あ
'る
の
み
.で
、.
他
は
何
等
具
體
的
利
益
な
じ
と
論
ず
る
の
で
あ
芯
。
斯
く
.て

公

偾

捎

費

說

は

セ

ィ

.
に

お

い

て

最 

も
明
確
に
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る(

諸〕

。
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...リ
力
.ア
K

.オ
も
亦
公
惙
を
如
で
そ
れ
だ
け
坐
產
資
本
を
奪
ふ
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
例
へ
ば
彼
れ
は
-セ
.
'
 經
濟
學」

の
中
の
公
倩
論
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-
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.
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を「

經
濟
學
の
眞
精
祌
に
從
つ
て
理
解
せ
ら
れ
、
旦
0
1
1日
ひ
現
は
さ
れ
た
も
の」

と
し
て
援
用
す
る
ノ——

1

國
債
の
未
償
殘
金
に
對
す 

か
利
子
完
拂
の
た
か
に
、
金
體
の
富
が
減
少
せ
ら
れ
る
七
；い
ふ
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
、利
子
は
納
税
者
の
手
'か
ら
國
の
.債
權
者
'0

手
に
：
 

移
る
ー
ゝ
個
の
價
値
で
あ
る
。
そ
れ
を
蓄
積
し
交
は
消
費
す
る
奢
が
國
の
懷
で
あ
る
か
*
又
は
納
稅
乾
で
あ
る
か
は
ノ
脾
會
に
と
つ

-
• 

- 

• 

. - 

. 

•

へ..
.
'
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•
.
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•
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て.
-
-

•
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I . 

- 

.

.

.

. 

-

て
俯
ど
論
ず
る
に
足
ら
ぬ
こ
と
で
.
あ

る

。
，
併

し

食

衝

Q

-7
C

本

、

そ
.れ

は

ど

ぅ

な

つ

1た
か
。
そ
れ
は
最
早
存
祛
し
.
な
い
の
で
あ
る
。
起
愦 

に
隨
ふ
消
費
は
、

ー
個
の
資
本
を
皆
無
祀
歸
せ
1;

め
、
こ
の
資
本
は
復
た
何
等
の
收
入
を
坐
ぜ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
利
子
金
額
竑
、

一
人
の 

手
か
ら
他
人
の
手
'
に
'移
る
の
で
あ
る
か
.
ら
、
.
社
會
谇
そ
机
だ
け
の
も
の
を
奪
は
れ
は
せ
ぬ
が
、
併
し
消
滅
し
た
資
本
か
ら
坐
ず
る
收
入

.-
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..

は
之
を
奪
は
れ
?)
'

の
で
あ
る
。
こ
の
資
本
ば
若
し
名
之
を
國
岽
に
貸
附
け
た
者
に
ょ
.つ
て
坐
產
的
に
汛
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
-な
ら
ば
、
同
じ 

く
被
れ
の
た
め
に
所
得
を
坐
じ
て
ゐ
た
替
で
あ
、る
P

:
併
し
そ
の
.所
得
は
眞
實
‘の
组
產
か
ら
坐
じ
た
普
で
あ
つ
セ
、
同
胞
市
民
の
懷
か
ら

• .
.
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.
イ
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W

提
供
せ
ら
れ
な
か
つ
た
で
.
あ
ら
ぅ
.

」

と
。
リ
；力
ア
ド
オ
に
從
へ
ば
、
公
債
は
死
亡
資
本
.で
•あ
る
9

「

公
債
所
有
#
の
資
本
は
決
し
て
と 

れ
を
坐
產
的
な
ら
し
め
得
る
の
で
は
な
い
o
:

——

そ
れ
は
事
實
上
資
本
で
は
t

v
の
で
あ
る
。
浩
し
彼
れ
が
そ
の
公
偾
を
寶
却
し
て

.

.
-
• 

• 

•
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.
.

».' - ..'V- 

: 
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.

ン
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;
•
-
V
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•

.

.

.

.

.

.

.

.

其
の
代
り
に
得
た
資
本
を
生
產
的
忙
使
用
す
'る
と
す
れ
ば
、
彼
れ
.
は
其
の
公
債
職
入
者
の
資
本
|:
-

或
坐
產
的
用
途
か
ら
引
離
す
^
と
に 

よ
つ
て
、
始
め
.て
此
事
を
爲
し
得
る
で
あ
ら
う」

。

：

’

ン

-

,

「

苣
額
な
る
負
債
を
粱
積
せ
し
め
.た
國
は
最
?>
.

不
良
然
な
地
位
，に
置
か
れ
て
居
る
も
の
で
ぁ
る
、「

、國
を
貧
困
な
ら
し
め
る
も
の
は
政
：

,

府
及
び
個
人
の
濫
費
と
負
債
と
で
あ
.
る」

。「

起
債
は
動
も
す
れ
ば
"

吾
々
を
し
•
て
不
儉
約
な
ら
し
む
る
、
I

吾
々
を
吾
九
の
眞
氣
渥

■

■

.

'

. 

-■.
.
.
■
■ 

て…

-
-
-
-
.

に
對
し
て
盲
目
な
ら
し
む
る
の
傾
き
あ
る
方
法
で
あ
る」

。
•
尙
ほ「

如

何

な

る

減

債

基

金

も

、

若

し

そ

れ

，が

歲

出

に

對
す
'る
歲
入
D

M

過 

か
ら
生
ず
る
の
で
な
け
れ
ば
、
斷
じ
て
負
債
を
減
少
せ
し
め
る
と
い
ふ
目
的
忙
■

•U

て
，有
效
な
る
も
の
で
は
な
い
。
減
，債
載
金
が
英
吉 

利
に
お
い
て
唯
だ
名
義
上
の
も
の
に
過
ぎ
.
.な
い
の
は
？
遺
憾
と
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
と
い‘ふ
の
は
、
"何
等
支
出
に
超
過
す
る
收
入
の 

餘
剩
と
い
ふ

も

の

が

其

處

に

な

い

：
か

ら

.
で

あ

る

.
o
こ
れ
は
須
ら
く
節
約
に
依
つ
て
、：
そ
の
標
檢
通
り
な
る
も
の
、
即
V
眞
に
有
效
ま
る 

負
債
償
還
の
證
と
な
ら
し
め
、
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
も
將
來
何
時
か
戰
爭
の
破
裂
i

-b

て
，
英
吉
利
の
負
債
が
餘
程
減
少
し
て
，
 

ゐ
な
か
つ
た
な
ら
ば
ノ
必
ず
.ニ
つ
の
事
の
何
れ
か
V

起
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即

ち

典

戰

爭

の

.全

費
用
が
年
々
の
課
税
を
以
て
支
辨
•さ 

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
或
は
其
戰
爭
，の
終
了
前
と
い
は
ぬ
ま
で
も
.'
*

少
く
と
も
其
の
終
了
作
際
に
、
國
民
的
破
產
に
咨
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か 

の
何
れ
か
で
あ
る
。
，我
々
が
負
債
の
大
な
る
增
洳
に
は
堪
へ
得
ぬ
で
.̂

ら
ぅ
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
1

の
大
な
る
國
民
の
カ
杧
限
界
を 

宛
め
^
こ
と
は
困
難
•
で
あ
ら
う
。
种
し
乍
ら
、
侗
々

-0
人
々
亦
勒
に
其
母
國
に
棲
み
得
る
特
權
の
爲
め
、
永
續
的
課
税
の
形
に
於
い
て 

.

甘
ん
乜
て
支
拂
ふ
債
格
に
は
、-
榍
か
に
限
度
が
存
す
る
.
の
で
、あ
る」

(

註
ー)

ノ 

;

.
;
丨
斯
く
の
如
き
公
債
の
沏
費
說
は
正
，親
學
派
に
お
け
る
國
家
機
歡
の
消
極
他
-

阈
家
需
要
の
消
費
性
に
恶
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理
解 

は

實

に

セ

イ

、
の

說

き

、

リ

ヵ

ア

广

オ

の

引

用

し

た

ネ

の

「

安
^

な

，
る

國

家|_.0.
理
論
を
蕺
礎
と
す
る
公
債
の
解
釋
に
外
な
ら
.
な
い
0 

I

「

ー
個
の'財
'政
針
篑
は\
そ
れ
が
商
事
儉
業
の
性
質
を
有
す
る
も
.
の
た
々
に
あ
ら
ざ
名
限
り
、
個
人
か
ら
取
る
か
，、
然
ら
ず
ん

ギ

何
等

\ 

' 

*

か
の
別
の
形
の7
に
政
府
其
自
身
か
ら
取
る
以
上
の
も
の
を
、
;>
政
府
に
與'へ
，る
2:
1
と.
は
出
來
ぬ0
魔
校
の
，5

に
^ .
?

、

無

^
•
ら

或

,
,

-^
倩
論
の
^

っ
の
製
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物
を
造
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
‘。
縱
し
一
の
方
法
忙
如
何
愈
る
變
裝
を
な
さ
し
む
る
も
、

1
-

個

め

價

條

に

强

ひ

て

如

何

.^
る

形 

顧

を

，取
ら
1

し
，む
も
も
、
之
を
1

て
如
何
^

る

，變

形

を

朋

み

せ

1

む
^

も

プ
;̂

タ
‘は
*

常

に

，
之

を

創

造

•す
^

が
‘
、

ぶ

社

之

，を

他

^
:
ょ

り

取
 

る
か
す
る
に
依
つ
て
ハ
始
め
て
ー
個
の
價
値
を
有
し
得
る
.も
カ
で
あ
^
:0
着
ら
ゅ
^
脉
政
計
遨
冲
,«
に
最
上
な
<る
^

.0
は
、
少
し
ぺ
費 

消
す
る
こ
と
で
あ
り
、-
有
ら
ゆ
る
租
稅
中
最
良
な
る
も
€>

ば
、
其
額
の
最
少
な
る
も
0

で
あ
る」

(

蝕
ニ
0

。

ノ

‘
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c
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r
d
o
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衆

傅
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公
債
の
消
費
說
が
齔
か
れ
る
基
礎
姑
國
家
の
行
爲
を
以
て
す
べ
て
消
極
的
な
；f
9
v<
b

す
る
立
場
に
噜
る
lo

こ
？
考
へ
~は
資
本
由
屬
め 

發

展

期

：に

お

い

で

は

^
然

の

こ

と.で

あ

つ

た

o

こ
の

時

代

，
に

為

い

て

鴻

: «
ネ
生
蘼
の
發
顶
を
阻
，碍
せ
ぬ
こ
士
が
«
も
必
要
で
あ
つ
た
。 

從
づ
て
財
政
4

、
般

は

寧

ろ

否

定

的

忆

考

へ

も

れ

，て

ゐ

龙

.の
で
.
あ
る
”

測
^

澜
浪
經
濟
の
‘
自
動
的
發
胶
に
樹
し
て
、
財
政
は
そ
れ
か
ら
遊 

離
さ
れ
た
存
在
と
し
，て
、：
經
濟
を
妨
げ
ぬ
や
ぅ
に
要
求
さ
れ
名
。
從
つ
て
國{

i
p
g

要
の
異
席
の
擴
大
に
ょ
つ
‘
て
坐
>
,
る
公
債
は
禅
ら
否 

.定
さ
る
べ
ぎ
事
情
に
あ
る
。
公
債
の
消
費
說
は
自
由
國
家
に
お
け
る
必
然
的
要
請
で
あ
つ
た
。

:

-
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■

‘ 

■ 

, 

_

 

然
る
に
十
九
世
紀
後
半
を
す
ぎ
る
士
、
國
家
機
'
能
の
擴
大
が
起
0

た

,0

國

家

尨

杓

杧

向

つ

，て

は

社

會

政

策

的

機

能

を

み

た

す

べ

オ

必
 

要
に
迫
ら
れ
、
外
に
向
っ
、て
は
經
濟
擴
大
の
要
求
を
み
た
す
べ
き
使
命
を
帶
び
る
0.

社

會

國

家

は

斯

く

し

，て

生

れ

た

。

こ

の

社

會

國

家

の
坐
長
と
共
に
"

國
家
經
費
の
坐
產
性
を
主
張
す
る
理
論
が
現
は
れ
太
。
' 

國
家
機
能
の
擴
大
が
合
理
づ
.け
ら
れ
、
國
家
經
，資
の
坐
產
蚀 

が
生
張
ざ
れ
名
と
、
公
債
の
性
質
に
•
っ
い
て
の
理
解
も
、
根
本
的
に
變
化
せ
ざ
る
を
得
な
.
い

。

即

、

公

債

の

，性

質

に

も

、
，.
當

然

に

坐

菝

.
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的
作
用
が
認
め
ら
れ
た
。
_
斯
く
て
公
債
論
は
新
し
い
方
向
.
に
む
.か
っ
：た
0

で
あ
.
る
。

，.

v

.

.
, 

,:

:

:
 

特
に
期
:̂

公

偾

の

生

産

性

を

、
謹

し

て

、
前

述

.
の.
消
費
性
を
排
し
た
の
は
.力
ー
，‘ル
•

デ
ィ
！
ソ
、

H
.

ル
で
亦
っ
た
。
彼

れ

は
:-
»

八
ムg
論
體 

系」

に
お
い
て
最
初
に
こ
6

新
し
い
理
論
を
述
べ
、
公
債
論
の
新
方
向
を
明
ち
か
に
し
た
。
國
家
經
費
の
經
濟
的
作
用
は
、
こ
の
經
費
，
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が
公
債
に
ょ
っ
て
賄
は
れ
る
場
合
に
お
い
て
.も
坐
產
性
を
も
つ
も
の
，.で
あ
る
。
國
家
の
行
爲
は「

非
物
質
的
資
本」

を
坐
產
す
る
。
而
し

' 
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•

て
そ
れ
尨
す
ベ
，て
の
生
產
の
某
礎
で
あ
り
、,'
,前
提
で
あ
る
。
.從
っ
て
そ
の
た
め
に
坐
ず
る
公
債
は
新
た
な
資
本
を
^
成
す
る
。
彼
れ
は

パ
：
. 

.
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靡
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額

め

彻

ね

ん

_

部
坐
崔
的
廣
.

^

肜
產
：5

^

^

海

用

光

务

こ*:
ぼ

敗

ヒ

靡
 

ょ
る
資
本
の
蓄
積
を
促
進
す
る
こ
と
を
說
い
て
ゐ
る

-f
i
s
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力
ー
ル
*

テ
ィ
ー
ツ>

1

ル
以
來
、
公
愦
論
の
第
三
の
型
と
し
て
の
生
產
說
は
ア
ド
ル
フ
•

ヮ
グ
ナ
ア
、
ロ
レ
ン
ツ

•

フ
ォ
ン
•

シ
A

タ
イ

ン
等
に
ょ
っ
て
承
け
繼
が
れ
た
。
先
づ
ヮ
グ
ナ
ア
の
理
論
に
っ
い
て
說
か
ぅ
。

. 

■ 

• 

„ 

、
 

• 

• 

. 

. 

, 

ヮ
.グ
ナ
ブ
の
公
偾
坐
產
說
を
說
く
念
め
に
は
\

豫
め
彼
れ
の
資
本
概
念
を
明
ら
か
に
し
て
お
，か
.
ね
ば
な
ら
ぬ
ヵ
彼
れ
は
.そ

の「

經
濟

學
‘
原
，理4

の
中
で
、'資
本
を
定
義
し
て
次
の
相
く
い
ふ
。

1

1

 

■

「

資
本
と
は
新
し》

經
濟
財
0

#

坐

產

若

し

く

也

獲

得

に

，手

段

と

し

て

役

立

っ

と

で

ろ

、
の

經

濟

财

の

.貯

へ'
で

あ

る

、

註

〉

と

。

以

上

の
•
定
_

ょ
ル
噬
ず
，る
資
^

^

念
.
.に
は
、：娘
激
の
的
容
が
與
へ
ら
れ
る
七
け
で

-
• 

. 
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K4蠢

、2
一
一
 
つ
遺 

.. 

‘ 

J

六

ハ

ニ

六
S 

あ
，る
が
、.
先
づ
其
が
經
濟
财
を
意
味̂
て
力
る
匕
と
、
次<
娘
用
財
0
^
含

-/
>
で
'?
)

る
ヒ
と
难
明
ら
か
で
あ
る0
.
ヮ
グ
ナ
ア
の
涝
す
經 

濟
財
は
古
典
經
濟
學
に
於
げ
.
る
が
凱
き
物
質
財
の
み
で
は
ば
い/-
°
そ
れ
は
觅
に
非
物
質
財
を
も
也
含
す
る̂
の
で
^
る
。
尙
ほ
古
典
經，
、
{
 

濟
擧
‘は
使

用

財

產

と

營

業

財

產

と

，を

遞

別

し

.
て
、
後
者
の'み
を
資
本4
し
‘た
が
、
ッ•
ダ
ナ
ア
姑
斯
る

'®
別.
を
設
け
ず
、
，兩
潸
を
資
本
と.
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r

斯
_く
し
て
國
家
そ
の
他
政
治
圑
體
,0
行
爲
も
、
そ
れ
が
斯
る
坐
產
に
役
立
づ
場
合
に
は
坐
產
的
と
_
は
れ
ね
ば
.な
ら
ぬ
0
.そ

こ

で

公

.

債

0
坐
產
性
.

Q

問
題
は
す
べ
て
の
充
足
問
題
の
解
決
の
た
め
の
甚
礎
と
し
て
役
立
つ
と
こ
ろ
の
財
政
需
要
ゎ
分
拆
.の
中
.に
橫
.つ
.て
.ゐ

.
る
。
彼
れ
は
財
政
需
要
に
つ
い
て
、
そ
の
長
期
に
互
る
經
濟
的
作
用
を
考
へ
.て

ゐ

る

。

即

ち

財

政

の

，
本

質

を

坐

產

_
經

濟

的

な

流

動

資

本

と
®

定
資
本
と
に
緖
び
つ
け
て
論
じ
、
,
經
常
費
は
國
家
，の■
坐
產
過
程
f

一
 

定
期
間
^:

卫
つ
，規
則
的
に
完
了
す
る
も
の
で
あ
り
>
 

臨
時
費

■

,

.は
そ
の
作
•用
が
會
計
年
度
を
超
.ぇ
て
現
は
れ
ふ
も
の
で
あ
る
。
公
僂
は
主
と
し
’
て
臨
時
費
に4

い
，
て

現

は

れ

る

も

の

で

-
あ
る
か
'ら
•

’
i

.

.

.

. 

- 

- 

■ 

• 

•

.

. 

.
‘.-
.
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.

. 

• 
• 

. 
• 
• 

- 
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. 

I
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....

の
坐
產
性
は
國
家
猶
濟
的
投
資
の
た
め
の
支
出
と
し

て

、
.固
定
的
非
物
質
資
本
ど
作
り
出
す
た
め
七
支
出
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

然
ら
ば
こ
の
公
債
の
積
極
的
原
璉
は
臨
時
收
，入
と
し
.
て
如
何
な
る
場
合
に
適
用
さ
る
べ
き
か
。
彼
れ
は
次
の
三
つ
の
場
合
に
、
公
偾 

の
坐
産
性
に
甚
く
有
利
を
强
調
す
る
。
第
1
'に
財
政
，の
私
經
濟
的
投
資
は
公
債
に
ょ
つ
て
^

は
る
べ
き
で
あ
る
。
.
藉
し
こ
-の
投
資
に
ょ 

つ
て
、
.
次
年
度
に
お
い
て
.
は
一
層
の
收
益
を
あ
げ
、
と
办
收
益
に
ょ
り
バ
ム
債
の
利
拂
及
び
償
還
を
行
ふ
こ
と
が
出
來
る
か
ら
で
あ
今 

第
二
に
、
公
經
濟
的
投
資
の
場
合
で
あ
る
が
、
，
こ
の
，投
資
が
確
實
に
國
民
經
濟
•
の
給
付
能
力
を
增
進
'せ
し
め
、
次
年
度
に
お
い
て
最
早

同
榇
’の
.支
出
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
’
'に
は
、
’其
は
公
债
を
.以
て
贿
ふ
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し
こ
の
場
合
*

IS
1

定
資

, 

/ 

/

本
が
投
ぜ
ら
れ
た
.の

と

同

じ

だ

か

ら

で

あ

る

。

，第

1

ニ
に
狹
義
の
臨
時
‘費

は

，
出

來

る

だ

け

租

税

を

以

て

贿

.ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
併
し
こ
■の 

場
合
•で
も
次
年
度
以
後
同
様
の
支
出
を
必
要
と
せ
ず
、
且
つ
國
民
經
濟
の
生
產
ガ
，の
1

释
'に
よ
つ
て
財
政
均
衡
を
保
ち
、
，八
ム
債
の
利
拂

及
び
償
還
が
期
待
さ
れ
る
な
ら
，ば
、
公
債
に
よ
る
，こ
と
も
許
さ
れ
る
。
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.
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.
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. •..
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.

.

ヮ
グ
ナ
‘
ア
は
斯
く
の
如
.く
_

物
質
的
資
本
の
概
念
.に

塞

い

：
て

企

債

の

生

產

性

を

說

い

た

。
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シ•

ュ
タ
，イ
ン
1

亦
デ
ィ
丨
ッ
.

f
エ
ル
に
從
つ
て
公
愦
の
生
產
性
を
主
張
ず
涔
.0

公
債
は
唯
だ
形
態
に
お
い
て
負
僙
で
あ
る
。
こ
の
實 

質
的
.な
點
に
お
い
て
，は
、.
'各
公
債
は
現
代
，に
供
せ
ら
れ
る
前
借
し
灰
以
て
將
來
の
た
办
に
永
久
の
政
府
機
關
を
建
設
す
る
と
こ
ろ
の
す 

<

て
の
國
費
に
對
し
て
-
將
來
に
課
税
す
る
獨
立
.の
方
法
で
あ
る
.;°

斯
る
見
解
を
と
れ
ば
、
公
債
の
慕
集
は
財
政
逼
迫
€

.
現
れ
.で
は
な
く
. 

て
、
單
に
負
債
に
對
す
る
利
子
の
支
拂
及
び
そ
の
漸
次
の
償
邋
に
よ
つ
て
、
.現
在
及
び
將
來
の
.利
益
の
た
め
に
起
さ
れ
た
負
債
の
一
部 

を
、
將
來
に
轉
嫁
す
る
國
家
の
義
務
で
あ
る
'。
斯
く
し
て
初
めV

M

家
信
用
と
國
家
財
政
と
の
‘
荷
機
的
聯
關
が
檷
立
さ
れ
る
.
o
'
さ
ぅ
す 

る
こ
と
に
よ
つ
て
國
家
行
政
と
國
家
負
債
の
間
.に
存
す
る
鈿
帶
が
示
’さ

れ

る

。
、
シ

.

.ュ
タ
イ
ン
-に
よ
る
と
*

デ
ィ
ー
ッ

H

エ
ル
.は
疑
も
.な 

く
こ
•の
仕
事
-

€
!

開
拓
者
で
あ
つ
た
と
。

'

/

■
 

■ 

■ 

\

.シ
W

タ
イ
シ
は
'い
ふ
。——

國
象
の
起
せ
，る
す
べ
て
.の
公
債
は
國
家
の
'生
產
カ
を
增
進
す
る
。
換
言
す
れ
杖
、
す
べ
て
.の
公
債
は
そ 

れ
が
役
'立

，
つ

と

こ

ろ

の

有

用

な

目

的

に

お

W

V

.典
れ
自
身
の
利
子
を
支
拂
•ふ
も
の
.で
あ
る
:.
0

國
債
は
浩
-b

そ
の
出
費
が
收
入
を
坐
ず
各 

な
-ら

ば

.、

直

接

に

生

産

的

で

.あ

,̂
。

ま

た

浩

し

共

坐

產

性

.が
單
に
國
民
0

納
税
カ
を
增
進
す
る
だ
'け
で
あ
る
な
6>
-
'ば
、
、

間

接

に

坐

產

的

公
傣
論
の
三
ヴ
の
塑
■
 

/
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'
公
償
論
の
三
つ
の
型

 

' 

,

ニ

八

，(

ニ
六
六
‘)

で
あ
る
。
前
者
は
I

さ
れ
得
る
し
、
後
者
は
I

さ
れ
得
な
い
。
、前
者
は一

年
で
完
了
し
、
そ
の
期
間
で
測
ら
れ
る
が
，、
後
f

例 

.

ベ
ば
正
貨
#

拂
の
■
闾
復
若
し
く
は
敎
育
制
度
の
.
確
立
に
お
け
る
が
如
く
、
そ
ひ
目
的
の
完
成
に
數
時
代
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。
從
つ
て 

後
者
の
場
合
に
お
'
い
.
て
は
、
吾
々
は
計
量
の
代
分
に
一
'
般
の
原
則
に
，據
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
原
則
は
す
べ
■て
の
侧
家
收
入
及
び 

.-

支
.出
に
適
用
さ
れ
•る
原
則
に
外
な
ら
為
い
。
國
家
行
政
に
つ
い
て
は
、
ナ
‘べ

て

，國

債

を

起

す

杧

當

づ

て

-

利

子

吏

拂

及

び

其

の

負

偾

の
 

'

償
還
の
た
め
の
遨
金
を
準
備
す
る
と
同
時
に
、
其
適
用
は
起
債
の
目
的
た
る
道
德
的
及
び
經
濟
的
結
果
を
生
ず
る
と
い
ふ
こ
と
を
看
な 

け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
浩
し
さ
う
し
な
け
れ
ば
、
ナ
べ
て
の
公
債
は
私
的
資
本
の
坐
產
カ
の
要
素
と
な
ら
ず
し
て
ン
亂
民
資
木
の
消
费
と
な 

る
で
あ
.
.ら

う

'

* 
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-

斯
る
公
債
論
の
第
二
の
型
は
、.
財
政
を
坐
產
經
濟
と
見
做
す
こ
-
と
に
甚
.い
て
ゐ
る
。
然
か
も
こ
の
生
產
經
濟
と
い
ふ
意
味
は
、
非
物 

質
財
の
坐
產
を
含
め
て
の
■坐
產
經
濟
で
.あ
る
。
否
寧
ろ
財
败
は
主
と
し
て
斯
る
非
物
質
財
を
生
產
す
る
と
主
張
さ
れ
る
。
從

つ

て

こ

の
• 

場
合
の
生
產
は
二
般
に
い
ふ
嚴
密
な
意
味
に
お
い
て
の
國
民
經
濟
內
部
の
坐
產
で
は
な
い
。
謂
は
r

坐
產
の
條
件
を
作
る
こ
と
を
も
含 

め
て
、廣
く
生
墘
的
と
稱
さ
れ
て
ゐ
，る
.

9
で
あ
る
-0

た
ビ
吾
々
は
こ
の
場
合
經
濟
外
の
政
治
的
範
藺
に
お
け
る
樹
極
性
が
次
第
に
§
覺
さ 

.

、
れ
て
來
て「

そ
の
中
に
以
上
|

債
生
蠢
实
は
れ
で
と
を
现
解
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
公
僙
は
8

義

|

の
外
に
，あ
づ
た
。

然
か
も
こ
の
循
環
を
作
り
出
す
べ
き
條
#

と
し
て
、
公
债
の
，坐
產
性
が
說
か
九
た
の
で
あ
る
。

そ

の

.
理

由

は

言

ふ

ま

で

:̂
.な
く
，
財
政
に
お
げ
.る
敗
、治
性
;̂

自
覺
が
次
第
に
高
揚
さ
れ
て
來
た
に
も
枸
ら
ず
.、
依
然
と
し
て
經
濟
.と
，
 

財
政
と
の
分
離
が
可
能
で
あ
つ
た
か
ち
で
'あ

る

。
財

政

は

，國

家

.機
能
の
.擴
大
.と

共

、
に

次

第
.に
經
濟
.
に
對
す
る
參
與
的
役
割
を
も
つ
.た
が
* 

未
だ
內
生
的
.な
發g

力
に
ま
で
成
.形
す
る
こ
と
が
祟
ず
、.，
た

か

だ

か

經

濟

&

し
て
援
謹
的
な
作
用
を
表
は
す
に
会
ま
つ
‘
た
。
と 

.
の

猨

護

的

な

作

用

水

、

生

產

の

滌

件

を

坐

產

そ

れ

自

體

，と

.
誤

認

せ1.
'

め

た

と.こ

ろ

の.生

產

性

と

，し

て

說

か

，
れ

.た

の

で

あ

る

。

斯

く

し，て
，
 

么
債
/0

盡

說
&

財
政Q

援
護
的
な
作
用
が
經
濟
一
般H

對
し
て
認
あ
ら
れ
'る
や
^

に
な
つ
た
と
き
に
現
は
れ
た
一
つQ

型
で
ぁ
つ 

た
O

A

ム
偾
生
菝
說
.は
こ
れ
を
公
債
論
の
’
型
と
し
て
み
る
と
き
は
、
15
1

か
に
消
費
說
と
區
別
.さ
■る
性
質
の
も
の
で
あ
る
，。
寧
ろ
從
來
の
公 

债
論
は
こ
の
ニ
つ
を
區
別
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
*

恰
も
ニ
つ
ひ
公
債
喻
が
存
す
る
か
の
や
ぅ
に
說
い
て
ゐ
た
。
併
し
こ
れ
を
經
濟
と
の 

關
聯
か
ら
み
れ
ば
、
兩
乾
典
に
經
濟
か
ら
遊
離
I

炎
も
の
と
し
て
說
か
れ
.て
ゐ
る
。
經
濟
の
運
動
と
の
內
时
關
聯
は
何
等
有
し
な
い
の
- 

で
あ
る
。 

こ
の
一
點
に
聆
い
て
a

、

消

費

說

も

生

產

說

も

異

る

と

こ

、る
、
が

な

い

o

即
ち
前
者
は
公
«.
を
以
て
經
濟
を
妨
げ
る
も
の
と
な 

し
、
後
者
は
之
を
非
物
質
的
資
本
の
生
產
に
役
立
つ
も
，の
と
す
W

O

.丨
，
.

■

.

I

 

:
 

:
 

,

f

斯
く
て
と
0

ニ
つ
の
公
債
論
は
共
に
經
濟
の
外
に
立
つ
て
そ
の
作
用
の
相
杈
す
る
方
向
を
指
し
示
'す
も
の
と
_

.

つ
て
好
い
0

そ
の
方 

向
§

當
否
は
姑
く
措
き
、.
兩
.者
が
經
濟
か
ら
簾
し
■

場
に
お
け
る
作
用
を
問
題
と
す
る
點
に
お
い
て
、
こ
れ
等
を
等
し
ベ
公
債
の 

靜
態
論
と
稱
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

.

ノ
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.. 

.. 

■; 

'
 

. 

. 

- 

/.
 

V
- 

- 

- 

. 

-

，然
る
.に

近

時

經

濟一

般
が
動
態
の
局
而
を
問
題
に
す
る
や
ぅ
に
な
^

と

、
經
濟
を
動
か
す
力
と
し
て
様
々
の
素
因
が
こ
の
動
態
論
の 

^ .

坨
現
财

れ
^

來
だ
ゾ
而
七
て
經
濟
办
社
會
學
的
基
礎
づ
け
を
以
て
、
經

濟

.の
，發

展
.

Q

局
面
を
.き

り

ひ

：
ら

く

べ

：
き

武

®

と

す

る

：
に
.
至

れ

■■
 

-
-
.
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.
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公
債
論
の1

1
1

つ
-の

型

•

■

 

•
1
1
0
-
.

 

(

二

，六
.八)

ば
•

財
政
も
亦
當
鄉
に
そ
の
た
‘
め
の
豸
力
な
へ
一
翼
と
.
な
ら
ざ
る
，を
#

な
W

。"
㈣

く
の
如
く
財
政
を
«

罾
の
：內
生
的
素
因
.と
す
る
こ
と
は
、 

脊

く

裳

問

題
_
の
新
し
ぃ
&

を
|

と
す
る
。
，從
つ
て
そ
の
結
果
と
し
て
、
公
■

表

t

l

型
I

る
.
。

f

l

 

經
濟
ぎ
內
的
關
聯
を
も
つ
.
翁
が
問
題
と
■さ
れ
る
の
で
あ
る
。
廣
く
公
偾
の
|

論
と
稱
せ
ら
れ
る
も
の
は
其
れ
で
I

さ
ぅ
し 

ゼ
是
が
.
不
完
全
就
業
に
お
け
る
公
債
景
氣
說
と
謂
は
れ
る
公
衡
論
の
第
三
の
型
.で
あ
.
石
。

•
. 

\

 

. 

，

.

.

'

五

‘‘
公
債
の
動
態
論
は
財
政
の
外
的
な
經
濟
收
作
用
を
問
題
と
す
る
階
梯
を
越
ぇ
ス
更
に
財
政
と
經
濟
と
の
運
動
過
程
を
金
體
と
し
て 

把
捉
す
る
立
場
か
ら
生
れ
る
。
言
ふ
ま
で
も

，な
く
"

財
政
は
國
民
經
濟
に
對
し
て
歡
々
'
な
作
用
を
及
.ぼ
ず
の
で
あ
る
が
、
こ
.Q

作
用
，に

■:
■:.
 

-. 

-
 

-
 

■

- 

-
 

-
 

V ,
.■
'.:.-■■ 

-
 

' 

-
 -
-.-
，
 

. . 
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.

.■
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:
.. 
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、
■

:
.
 

• 

. 

' 

- 
■;■ 

- 

- 

: 

.

■■
- 

- 

... 

-

■■
-
.
. 

■

-
 

- 

, 

. 

- 

.

つ
い
て
、
財
政
と
經
濟
と
を
遯
離
也
し
め
た
ま
乂
で
之
を
觀
察
す
る
匕
と
を
や
め
、
經
濟
的
總
溉
過
程
(0

屮

に

お

け

右

兩

笤
(?
>

單

一

的

... 

,

.

.

.

-

•

 

.

.

'

/

.

 

.
 

-

 

•

-

 

.

:

,,'
■

.

 

-
-
-
く
-
.
-
.
,
.
- 

V 

-■ 

. 

;
 

■ 

■

融
合
性
を
地

盤

とし
て
"

財
政
の
作
用
を
明
ら
が
に
し
ょ
ぅ
ど
す
A

の

が

'

財

政

動

態

論

の

領

域

で

あ

るQ
從
來
、
財
政
の
遊
離
的
作 

用

と想
は
れ
て
ゐ
た
も
の
を
"
邂
濟
ど
の
內
的
關
聯
に
も
ち
來
た
す
こ

と

、そ
れ
亦
此
動
態
論
の
課
題
と
す
る
と
こ
-
ろセ
あ

る

。公
潰 

論
も
亦
等
し
く
こ
、の
課
題
を
檐
つ
た
。

‘ 

- 

公
債
論
の
第
三
の
里
標
が
動
態
の
局
面
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
ょ
つ
.
で
樹
立
.
さ

れ

た

と

と

は

、

前

述

し

た

通

り

で

あ

る

が

"
.
然

ら

ば 

そ
の
出
發
點
と
な
つ
た
も
.の
.
は
何
，で
あ
つ
た
か
。
そ
れ
は
財
政
の
も
つ
政
治
.的
性
格
を
自
覺
し
て
パ
之
を
財
政
の
發
股
過
程
、
收
入
•支 

出
の
動
態
の
上
に
銃
一
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
即
ち
脉
政
の
繼
續
過
程
を
全
體
と
じ
て
問
題
に
し
、
こ
の
.
.繼
續
過
程
の
中
で
、
收
A

V

'
 

支
出
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
動
態
論
の
出
發
點
が
ぁ
っ
た
。

一
言
を
以
て
蔽
へ
ば
、
長
期
間
に
苴
る
財
政
が
考
へ
ら

れ
た
と
き
、
、財
政
に
お
け
る
發
M

の
局
面
は
き
り
拓
か
れ
.た
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の
場
合
問
題
と
，な
る
の
：は
、
••收
入
補
.塡
の
た
.め
，の
公 

債
の
地
位
で
あ
.
る
。
公
偾
そ
れ
自
體
ば
中
が
て
確
宠
收
人
'に
ょ
0

て
：充
さ
^

べ
き
先
吹
入
た
る
こ
と
に
變
り
‘
は
な

い
.0
'
併
し
こ
れ
.を
長

、
 

. 

, 

,

— 
•，
'
 

- 

, 

し

期
間
に
亙
つ
て
考
察
す
る
と
、
共
は
一
：時
：的
補
填
と
い
ふ
意
味
以
上
に
、
‘經
濟
の
總
體
過
避
.に
お
け
る
財
政
：の
指
導
的
效
果
を
も
づ
さ 

と
に
な
る
。
謂
は
r
こ
の
場
合
、
財
政
と
經
濟
と
の
ア
ゥ
ト
.ノ
ミ
ー
が
排
除
さ
，れ
て
、兩
者
繁
の
上
に
斲
削
な
財
政
が
た
て
ら
れ
る
0 

公
債
は
一
厨
^
お
W
て
補
塡
の
原
理
-を
も
.つ
と
同
時
に
、
他
面
に
お
い
•て
'强
固
な
財
政
を
築
く
た
め
の
役
割
を
も
つ
こ
と
、
な
る
の
で 

あ
る
。-

-
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■
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#
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. 

.

.■
 : 

，
 

• 

- 

- 

- 

. 

. 

r 

•

無
論
す
べ
て
-
の
公
偾
が
こ
€>

ニ
つ
の
性
質
を
も
つ
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
公
債
の
ぅ
ち
に
は
專
ら
一
.
時
的
收
入
補
塡
の
み
を
問
題
と 

す
る
固
有
の
補
.塡
手
段
た
る
も
の
が
あ
，る
。
そ
れ
，は
將
來
確
.實
に
生
ず
べ
き
收
入
?:
■

豫
免
せ
ざ
る
假
手
段
た
る
も
.
の
で
•
あ
るo

併
し
そ
' 

れ
以
外
に
、
*

期
に
亙
つ
'
て
自
動
的
に
收
入
を
引
上
ぐ
べ
.

|
公
債
'

.
即
ぢ
國
民
經
濟
‘と

不

可

，
分

の

公

債

が

鸾

へ

ら

れ

オ

o

斯
る
公
債
は
：
. 

1
-

時
的
不
.均
衡
.と
將
來
の
收
入
墙
加
と
を
^

び
つ
け
る
昼
期
，の
總
體
充
見
を
果
衣
す
公
債
で
あ
る
？
か
く
て
財
政
を
長
期
に
亙

つ

て
#
 

ベ
る
こ
と
.ば
'*

公

債

の

一

面

，
に

對

し

て

政

治

的

•
經

濟

时

fo

缺
く
可
ら
ざ
る
性
質
を
附
與
し
，、
そ
れ
に
上
つ
て
長
期
財
政
均
衡
を
缂
き
出 

す
た
め
の
«

介

手

段

，
た

^

任

務

を

檐

は

丄

め
た
。

»

'•
■
<

の
如
.く
公
，債
を
、
單
に
固
有
の
充
足
手
段
た
る
，の
み
な
ら
ず
、
收
入
導
出
の
た
め 

の
經
濟
‘的
機
能
を
み
た
す
も
の
と
し
た
こ
と
は
、
確

か
>{
€
.ー
 

つ
の
•進
步
マ
あ
つ
た
。
即
ち
財
政
を
國
民
經
濟
の
發
M

と
結
び
つ
け
，
、

-こ

\

に
公
債
の
新
し
い
役
割
1

發
見
し
た
こ
と
，は
-

公
徵
動
態
論
.
：へ-
の
第
一
階
梯
で
あ
.
つ
た
と
言
.つ
て
.好
.い
<

独〕

；
■
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公
僙
論
の
三
っ
’
の
■型 

\ 

二 
ニ 

.

2

1

七
3

 

.

こ
び
出
發
點
は
近
時
‘次
第
に
齟
織
づ：

け
ら
れ
、
財
政
の
動
態
".

財
政
決
算
の
：收
入

•

支

出

の

運

動

過

程

の

-
中

に

公

債

の

地

位

を

明

瞭
 

せ
/;
.
と
ず
る
中
心
’觀
點
が
示
さ
れ
る
こ
と
‘
に
を
つ
た
か
こ
‘の
中
心
觀
點
は
財
政
の
組
織
力
と
し
て
强
く
働
き
か
け
-

財
政
手
段
に
組
織

■

蓮

震

餐

遲

目

薩

霧

證

■

■

的
_

_

沈
_

1

_

'^
圣

；>'
?
'

_

•

I

返
.
へ
•
す

必

要

も
.
あ
る
ま
い
。 

• 

■ 

- 

:
 

, 

'; 

.

.

.

.

.

.

:

總
じ
て
斯
る
公
債
が
問
題
に
さ
れ
る
や
ぅ
，，に
な
つ

:^
直
接
の
認
引
は
何
で
あ
る
，か
。
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
機
會
に
進
.
ベ
ら
れ
る
通
'

經
濟
の
_

®)
'

时
發
展
力
の
死
滅
に
ょ
つ
て
坐
じ
た「

國
家
景
氣」

の
能
厕
的
作
用
で
あ
る
。
經
濟
が
自
動
的
發
展
カ
を
喪
失
し
た
こ
と
は
、

M :
政 

い
.
て
も
從
來
の「

M

行
的
適
應」

の
方
法
を
一
擲
せ
し
め
た
。-

財
政
は
避
行
的
逾
應
と
全
く
反
對
に
、.
經
濟
の
發
M

を
導
き
.出
、

-

す
た
め
の
原
動
力
と
な
'ら
ね
ば
な
ら
灯
。
財
政
は
市
場
景
氣
の
律
動
，と
對
驗
的
に
働
き
-

國
家
景
氣
に
於
つ
て
市
場
景
氣
を
作
出
し
'な
、

け
れ
ば
な
ら
ぬ(

魏)

,

• 

- 

* 

/

 

-

.

さ
て
公
債
論
の
第
三
の
型
は
收
入
"

支
出
の
へ
長
期
間
を
取
り
あ
.
げ
、
こ
れ
，と
景
氣
波
藤
と
を
關
聯
せ
.し
办
.
で
>

全

體

の

組

‘織

體

系

を

作
 

‘
り
あ
げ
る
こ
と
、
前
述
の
如
ぐ
で

)̂
-

る
が
、
更
に
か
，
iる
體
系
を
、
い
ぐ

0-
.か
の
特
殊
の
|
情
に
つ
き
具
體
的
に
說
明
し
て
ゅ
か
ぅ

.0 

‘

先
づ
ブ
會
訐
年

’
度
內
に
お
い
て
一
時
的
な
國
庫
の
必
要
を
み
た
す
た
め
に
發
行
さ
れ
^

公
債
が
あ
.
る
。
斯
■る
公
偾
は一

.

般
に
栉
態
i

 

に
お
い
で
も
說
か
れ
る
先
取
流
動
公

ft
で
あ
る
こ
•と
は
明
ら
か
•で
あ
る
.が
、
こ
'れ
を
以
上
の
體
系
に
含
め
て
.

#
察

す

る

と

、

そ

’
の

意
義 

•
は
、

一

勝
明
自
と
な
ら
う
。
即
ち
斯
る
公
债
は
會
計
期
間
、の
全
體
的
結
果
に
お
い
て
收
入
•

支
出
を
統
一
す
る
役
割
を
も
つ
.
の
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
會
計
年
度
內
に
お
.け
る
財
政
運
動
の
統
一
と
し
'
て
、.
こ
の
公
債
0

意
義
が
合
理
づ
.け
ら
れ
る
'
の
で
あ
る
0

* 

.

.

.

.-
- 

■ 

- 

. 

: 

'

•

.
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' 

一:... 

- 

• 
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' 
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.

次
に
景
氣
的
財
政
流
働
の
均
衡
を
は
か
る
た
め
の
公
懷
が
考
へ
ら
れ
る
。
.無
論
こ
机
は
一
會
nt
年
度
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
廣
ぐ 

1

般
經
濟
的
運
励
過
程
と
緒
び
.つ
い
て
、
景
氣
循
環
の
領
域
.に
お
，い
て
與
ぺ
あ

，
る

と

、こ

.ろ
の
收
入
*
交
出
の
究
極
的
結
娛
を
前
提
と
す

る
公
債
で
：あ
る
。
從
つ
て
斯
る
公
債
に
對
し
.
て「

景

氣

橋

渡

し

公

債」

と
い
ふ
名
辭
が
與
へ.ら
れ
て
ゐ
.
る
.

0
無
論
財
政
そ
れ
自
體
も
景
氣

•:...
• 

.
 

.
 
... 
... 

......

 

■く. 
........... 

: .
:.

.

.

»•
•.. 
.... 

*

;.
•

.

:

.

.

.
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. 
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• 
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•

■

の
影
響
を
ぅ
け
る
も
'0

で
あ
る
か
.ら
"

國
家
'の
收
'
入
は
自
動
的
に
減
退
す
る
と
.
き
も
あ
れ
ば
、-
增
大
す
ふ
と
き
も
>̂
'

る
。
從
づ
て
こ
ひ 

波
動
間
を
.

C
V

な
ぐ
公
费
が
認
め
ら
れ
る
。
景
氣
下
降
期
に
お
.，
い

て

公

偾

を

發

行

レ

、

.上
昇
期
に
お
い
て
，之
を
償
還
す
る
こ
と
に
ょ
つ
.

て
.
、 

全
體
と
し
て
の
財
政
を
調
盤
す
る
。
然
か
も
財
政
は
ま
た
邂
濟
に
對
し
、て
直
接
的
に
作
用
す
る
か
ら
、

こ
の方
法
は
景
氣
そ
れ
自
體
を

も
“調
盤
す
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
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,

更
に
財
政
'
.の
組
織
性
と
い
ふ
點
か
ら
み
て
、
.
支
出
が1

時
的
に
膨
張
す
る
場
んr

f

收
入
が
一
時
的
に
減
退
す
る
場
合
に
っ
ハ
て
，の
公
. 

債
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
景
氣
の
影
響
と
は
關
係
な
く
、
脉
欧
'の
'
正
常
狀
態
か
:̂

‘の
-.

時
的
れ
31
§

離
に
ょ
つ
て
坐
‘ず
る
が
、
こ
. 

.
;、の
場
險
:0
^
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^

1

^

顧
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鳴
^
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^
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の
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げ
务
'0
-
他
に
.̂

:
-
-
.
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て

.
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.

.
'
,

■ ^
.る
で
：*

名
^

讀
は
—

め
_

勘

過

程

せ

ほ

：
直

接

；
の

關

係

^

な
^

タ

併
1 >
_

細
^

く
之
を
公
債
の
動
態
論
的
說
明
と
稱
し
て
好
い(

註〕

。
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含
論
の
三
つ
の
畠

と
，四
>

、

(

ご
.
七1

D

 

以
上M

.
1

三
の
.場
合
に
つ
い
て
、
公
愦
論
の
動
態
的
基
礎
を
說
.い
た
が
、

そ
の
中
で
短
期
流
動

公
債
と
緊
急
，公
債
^

に
つ
；

S
V
.

は
、
'

飩
に

r

般
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
と
ご
ろ
で
■あ
り
、
た
r

こ 

,
, 

■ 

• 

* 

■ 

*

-

、
の

說

明

を

動

態

的

な

，
立

場

か

ら

統

一

し

た

に

す

ぎ

な

い

。

從

つ

て

こ

、

に

最

も

2
5
;題

と

さ

れ

、

f 
- . 

.
、.. 
. 
- 
• 
■
 .• . 

.- •-. 

.- - 
•■
 
-; 
.
:

■,
*

■.
'.
--. 

• 
.
: * 
- 

--.. 

*•....• 
- 

. 

.

. 

- 

V • 

.. 

• 
* 
. 

-- 
. 

•

.

、
且

つ

公

債

ー

の

第

写

の

型

と

し

^

の
執
た
な
性
質
を
も
つ
の
比
、
，
景
氣
的
財
政
流
動
の
均
衡
を
は 

，か
.る
た
あ
.
の

公

衡

せ

あ

る
® 

.

.

.

• -
.

.
.
.

r
.
, 

- 

- 

..-- 

-... 

.... 

.
-
; 

'
.

.

.

.

. 

.

.

. 

:
; 

-.

-

.

.斯
る
公
債
、は
勿
論
無
條
件
に
許
さ
る
ベ
ぎ
で
，は
な
い
。

そ
の
條
件
と
し
て
は
パ
休
待
坐
產
設 

，備
、線

雲

働

力

、過
剩
'ス
ト
ッ
ク
-
の
存
在
が
豫
定
せ
.ら
れ
夺
。
.

歡

は

：̂

不

売

全

就

業

に

お

け

レ
 

•

不
均
衡
狀
態
を
前
提
と
す
•る
の
で
あ
る
。

こ
の
前
'提
が
あ
る
限
り
、
公
愦
.は
謂
ゆ
る
國
家
景
氣 

政
策
と
し
て
市
囑
經
濟
の
上
拜
を
遵
殘
敗
す
べ
き
導
火
線
を
む
つ
こ
と
に
な
る
。

さ
ぅ
し
て| 

旦

市

場

景

弟

が

現

は

れ

、る

'
と
、

國
家
の
作
用
は
逆
に
こ
の
土
.昇
の
行
き
過
ぎ
を
抑
止
す
べ
‘き
任

...

.
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.
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.
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.

.

る
こ
，と
が
、
こ
の
場
合
に
要
求
せ
ら
れ
る
。
從
つ
て
公
債
は
完
全
就
業
點
を
限
度
と
し
て
景
氣 

，曲
線
と
對
•
跪
的
な
運
動
を
迪
る
の
で
あ
る
。
.
こ

の

事

情

を

グ

」

フ

フ

を

以

て

示

.
-
せ

ば

上

表

の

如
 

し 
S)

。. 

. 

' 

'
•

(

tf
e

v

'

F

N

a

c

h

B

a

n

n

,
 

M
o
w
w
- 

M

8

.

以
上
の
圖
表
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
如
く
、
景
氣
公

f

は
完
金
就
業
點
を
頂
點
と
し
て
そ
れ
と
横
坐
檩
と
の
間
に
お
.い
て
、
經
濟
の
波 

動
と
金
く
對
躕
的
，.な
運
動
を
つ
^

け
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
公
偾
を
經
濟
の
波
動
と
の
關
聯
に
お
い
て
理
解
す
^

こ
と
は
、
糙 

か
に
近
代
公
債
論
の
新
し
い
方
.̂

で
あ
石
。
即
ち
斯K

*

公
債
は
.ヤ
面
.に
お
ん
て
財
政
收
入
を
得
る
手
.段

で

あ

り

‘、

他

面

に

お

い

て

經

濟
 

の
波
動
を
惹
き
趑
す
た
め
の
國
家
投
資
で
あ
る
。
公
債
が
經
濟
社
會
に
及
.ぼ
す
國
家
投
資
の
內
的
作
用
を
擔
つ
た
こ
と
は
、
公
債
論
と 

し
て
の
一
つ
の
新
し
い
型
を
汞
す
結
果
と
な
つ
た
。

.
併

し

公

債

動

態

論

は

必

ず

し

も

{元
全
就
業
顧
の
限
度
內
に
と
C
ま
名
こ
.と
が
出
來
な
い
。
素
々
ど
の
I/
J
-態
論
は
公
債
を
經
濟
o ,
運
動 

過
程
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
，る
。
.さ
ぅ
し
て
こ
の
關
聯
が
不
完
全
就
業
を
前
提
と
す
る
場
合
に
、
景
氣
公
'

債
の
型
が
現
は
れ
る
。
と
こ
、ろ
が
、
現
實
に
は
、
こ
の
党
全
就
業
線

を

越

え

て

も

'尙

ほ

公

愦

の

增

發

を

必

要

と

す
る
場

合

があ
る
。
即

•

-

』
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，
-
. 
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.
、
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. 

. 
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•■•
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• 

• 
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.
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. 

• 

- 

. 
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•
.

ち
準
戰
時
•
戰
時
體
制
が
强
化
さ
れ
て
ゐ
る
今
日
で
は
、
公
債
論
は
域r

ろ
斯
る
體
制
に
應
ず
べ
き
理
論
を
も
た
ね
，ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
こ
の 

完
全
就
業
の
.
公
債
は
單
.に
經
.濟
運
動
と
關
聯
す
る
公
債
と
い
ふ
以
上
に
、
經
濟
糨
造

ぞ

れ

自

身

、
の

變

化

に

よ

つ

て

解
決
さ
る
べ
き
必
要 

を
も
つ
て
ゐ
.
る
0

完
全
就
業
の
，公
僙
を
國
民
經
濟
の
中
に
解
消
す
る
カ
は
經
濟
の
全
體
的
變
化
過
程
の
ぅ
ち
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
0 

然
か
も
公
.債
勸
態
論
は
斯
/<

の
如
き
經
濟
政
策
上
の
‘，目
的
設
定
と
結
び
つ
く
運
動
の
過
程
を
名
廣
く
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0 

•-
»

く

，
て

私

は

公

債

論

の

三

つ

の

！

jを
-
.

靜
態
の
‘
局
面
に
お
げ
る
消
辑
說
と
■生
產
說
、
動
經
局
面
，£
お
け
る
景
氣
說
と
に
分
け
て
明
ら

■

に

議

，
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1

备
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也
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■
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■
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公
傅
論
，の
三
っ
■
の
.塑 
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<

財
政
一
般
に
新
た
な
意
義
を
附
與
す
‘
ベ
ぎ
契
機
と
な
る
も
の

'で

ぁ

る

■ 

• 

,

:

■

、

一

追
記
本
稿
の
目
的
は
ぶ
偾
論
の
.三
つ
'の
型
を
肌
，ら
か
に
す
る
に
ぁ
る
0
-併
し
‘そ
の
後
段
の
公
俊
動
態
論
に
つ
い
て
は
*
更
に
經
濟P

动
i
ts
ど 

'
の
關
聯
に
お
い
て
詳
述
さ
る
べ
き
必
要
が
あ
る
。
と
の
营
稿
シ
改
め
て
説
農
い
。

‘ 

•

古
代
及
び
中
世
の
西
洋
f t

於
げ
る
地
理
學

ン
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一
希
職
以
前 

‘

•

,

•

:

 

-

, 

两
洋
地
理
學
、の
淵
源
は
と
れ
を
希
«

時
代
に
求
め
名
こ
と
が
出
來
る
。
希
躐
以
.前
に
?)
-

バ
ビ
>
‘
ロ

 

.ー1
テ
«!
ア

ッ

シ

リ

ナ
*

ぺ

レ

，シ

」

.
ャ

•
埃
 

及
•
.フ
CC
' 

二
キ
T

等
が
•か
な
り
高
度
.の
文
'化
的
發
展
を
遂
げ
、
直
接
I

は
間
氣
に
希
職
文
化
：の
勝
隆
に
大
な
る
貢
献
を
な
し
た
の
で
'あ 

る
が
し
か
も
こ
れ
等
の
國
か
に
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